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第5章　危険物の包装のYes or Noの問題(PI)で演習と理解度テ
スト

第6章　容器の規格の説明と Yes or No の問題で演習

第6章　容器の規格及び性能試験の説明とYes or Noの問題で
理解度テスト

危険物規則書の各章（4章～6章）の内容説明

危険物規則書の各章（7章～10章）と付録C,D,E,F,G.Hの内容説
明

第1章　危険物の定義の説明と同章のYes or Noの問題で演習

第2章　危険物の制限の説明と同章のYes or Noの問題で演習

第3章　危険物の分類の説明と同章のYes or Noの問題で演習

第1章、2章、3章の復習と理解度テストの実施

第4章　危険物の識別の説明と同章のYes of Noの問題で演習

第4章　危険物の識別の復習と理解度テストの実施

第5章　危険物の包装の説明

演習： △ 実習： 実技：

配布資料の整理と必要備品（マーカー、付箋、イン
デックス等)の準備

認証問題の出題形式の説明、申告書の様式と危険物ラベルの
説明

危険物規則書の見方と目次の説明（図、表の一覧）

目標

危険物規則書に基づく正確な適用と適正な取り扱いができる

航空運送状、危険物申告書への正確な記載ができる

的確な梱包かなされているかの判断ができる

外装容器へのマーキングが正しく間違い、漏れがないかどうかのチェック

外装容器へのラベリングが正しく、ラベル貼り洩れがないかどうかのチェック

科目名 IATAディプロマ危険物

科目名（英） IATA DIPROMAT Dangerous Goods Regulations-Initial /Category 3)

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

Dangerous Goods Regulations Edition 61, ICAO-IATA 危険物規則の抜粋・解説、Course Guide Edition 2020

対象学科・学年 エアポート科　　2年

授業概要

先ずは国際貨物の危険物輸送を安全・確実・迅速に行うために必要な危険物規則書の正確な適用と適正な
取り扱いを学習する。更に具体的に航空運送状および危険物申告書の正しい作成、的確な梱包、マーキン
グ、ラベリングを机上での練習問題を通して習得し、実践に役立つ授業を進める。最終的により多くのディプロ
マ危険物ホルダーを輩出する。

学習目標
（到達目標）

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 〇

授業項目・内容 授業外学修指示

IATAディプロマ危険物コースの概要説明とシラバスの案内

危険物規則書の各章（1章～3章）と付録A,Bの内容説明

第7章　マーキングとラベリングの説明とYes or Noの問題で演習

第7章　マーキングとラベリングの復習とYes or Noの問題理解度
テストの実施

第６章（容器の規格）、第７章（マーキング、ラベリング）の総復習

第８章　書類の作成（危険物申告書と航空運送状への記載）の
説明と演習

第9章　取扱いの説明と演習の実施

第８章（書類の作成）、第９章（取扱い）の復習と理解度テストの
実施
第10章　放射性物質の説明と演習（放射性物質とは、単位、輸
送指数、種類、正式輸送品目名）
第10章　放射性物質の説明と演習（輸送物のタイプ、許容値ーA
型輸送物、適用、除外輸送物）
第10章　放射性物質の説明と演習（輸送指数、マーキング、およ
びラベリング）

担当者実務経験

川嶋　英信7単位

2022年度

時間数

実施時期

105時間

前期

配布資料の整理、出題問題の確認

目次から各章の図、表のページがすぐ探せるかの練
習の実施
各章に何が規定されているかの内容確認と付録の内
容確認を行わせる
各章に何が規定されているかの内容確認を行わせる

各章に何が規定されているかの内容確認と付録の内
容確認を行わせる
演習問題での間違い箇所の復習を行わせる

演習問題での間違い箇所の復習を行わせる

演習問題での間違い箇所の復習を行わせる

理解度テストでの間違い箇所の復習を行わせる。80
点未満は宿題を行わせる
演習問題での間違い箇所の復習を行わせる

理解度テストでの間違い箇所の復習を行わせる。80
点未満は宿題を行わせる
オーバーパックと同梱の違いを覚えさせる

演習問題での間違い箇所の復習を行わせる

理解度テストで80点未満は宿題を行わせる

自己採点と間違い箇所の訂正、復習を実施させ、次
回の授業で提出させる。
同章のYes or Noの演習問題の復習を行わせる

理解度テストの80点未満は宿題を行わせる

再度、第6章、第7章の演習問題が危険物規則書のど
こに記載されているかの復習をさせる
次回の理解度テストのための演習問題の復習を行わ
せる
次回の理解度テストのための演習問題の復習を行わ
せる
理解度テスト80点未満は宿題を行わせる

危険物規則書のどこに記載されているかの復習を行
わせる
危険物規則書のどこに記載されているかの復習を行
わせる
危険物規則書のどこに記載されているかの復習を行
わせる
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履修上の注意 出席率が規定に満たない場合は定期試験の受験資格を与えない

評価方法

理解度テストを各章の説明,演習後に行い、その平均点（50％）と定期試験の点数（５０％）を加味して評価をす
る。成績評価基準は、S （90点以上）、A (80点以上）、B （70点以上）、C (60点以上）、D (59点以下）とする

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験

理解度テスト ◎

第10章　放射性物質の復習と練習問題による演習

第10章　放射性物質のYes or Noの問題での演習と理解度テス
ト

付録A,B,C,Dの説明

付録の復習と理解度テストの実施

認証問題対策　Question 1 Part A　一般危険物の航空運送状
の間違い、洩れの指摘
認証問題対策　Question 1 Part B　一般危険物の申告書上の
間違い、洩れの指摘
認証問題対策 Question 1 Part C 一般危険物の包装容器上の
間違い、洩れの指摘

認証問題対策  Questionn 1 全体の復習

認証試験対策　Question 3 （放射性物質）全体の復習

試験対策 Question 16～20放射性物質 上記7．模擬テストの復
習

認証問題対策  Questionn 1 理解度テストの実施

認証問題対策  Question 2 Part A 一般危険物（同梱又はオー
バーパック）の航空運送状上の間違い、洩れの指摘
認証問題対策　Question 2 Part B 一般危険物の申告書上の間
違い、洩れの指摘
認証問題対策  Question 2 Part C 一般危険物の包装容器上の
間違い、洩れの指摘

認証問題対策　Question 2 全体の復習

認証問題対策　Question 2 理解度テストの実施

認証問題対策　Question 2 理解度テストの復習

認証問題対策  Question 3 Part A, Part Bの間違い、洩れの指
摘

認証問題対策　Question 3 Part Cの間違い、洩れの指摘

試験対策  Question 16～20放射性物質 Yes or No 問題の模擬
テスト

試験対策　Question 1～2 一般危険物　Part A, B, Cの模擬テス
ト

授業計画

◎

第10章　放射性物質の説明と演習（申告書類の作成、航空運送
状への記載）の説明と演習

試験対策　Question 3 放射性物質 Part A, B, Cの模擬テスト

試験対策　Question 3 放射性物質 Part A, B, Cの模擬テストの
復習

認証問題対策　Question 3（放射性物質）の演習

試験対策  Question 1～2一般危険物 の上記3．模擬テストの復
習
試験対策  Question 4～15 一般危険物 Yes or No 問題の模擬
テスト
試験対策 Question 4～15 一般危険物の上記5. 模擬テストの復
習

危険物規則書のどこに記載されているかの復習を行
わせる
練習問題の復習と危険物規則書のどこに記載されて
いるかの内容確認をさせる
理解度テストの80点未満は宿題を行わせる

危険物規則書のどこに記載されているかの復習を行
わせる
理解度テスト80点未満は宿題を行わせる

危険物規則書のどこに記載されているかの確認の実
施
危険物規則書のどこを見れば解答できるかの復習を
させる
危険物規則書のどこを見れば解答できるかの復習を
させる
各パートの解答を危険物規則書のどこを参照すれば
解答できるかの復習をさせる
各自で間違い箇所のチェックと復習

危険物規則書のどこを見れば解答できるかの復習を
させる
危険物規則書のどこを見れば解答できるかの復習を
させる

各自の間違い個所を復習させる

危険物規則書のどこを見れば解答できるかの復習を
させる
各パートの解答を危険物規則書のどこを参照すれば
解答できるかの復習をさせる
各自で間違い個所のチェックと復習

同梱とオーバーパックの違いを覚えさせる

危険物規則書のどこを見れば解答できるかの復習を
させる
危険物規則書のどこを見れば解答できるかの復習を
させる
各パートの解答を危険物規則書のどこを参照すれば
解答できるかの復習をさせる

各自の間違い個所を復習させる

解答できなかった個所の復習を行わせる

解答できなかった個所の復習を行わせる

解答できなかった個所の復習を行わせる

各自の間違い個所を復習させる

認証問題に必ず出題されるポイントのマーキングと再
復習を実施させる

各自の間違い個所を復習させる

解答できなかった個所の復習を行わせる
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履修上の注意 出席が10回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎

理解度テスト（2回） 〇 ◎ 20%

ULD・BULK機材の搭降載

ULD・BULK機材の搭降載

ULD・BULK機材の特殊貨物の作業要領

ULD・BULK機材の特殊貨物の作業要領

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 〇 演習： 実習： 実技：

旅客ハンドリング　　車いすケア／ストレッチャー

教科書の該当範囲を事前に読んでおく（0.5時間）

グランドハンドリングの基礎学　　到着作業・情報把握・準備

グランドハンドリングの基礎学　　出発作業・情報把握・準備

70%

理解度テストとフォローアップ

客室サービス業務（Lavotory Service /　Water Service）

教科書の該当範囲を事前に読んでおく（0.5時間）

整備補助業務　Chocks作業

（１）授業中での実技および口頭質問　（２）授業の中で理解度テストを実施　（３）定期試験の実施

以上を、以下の観点・割合で評価する。

科目名 空港実務ⅡA

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

実技及び口頭質問

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

「航空機のグランドハンドリング」　日本航空技術協会出版　　パワーポイントなど各プリント資料

整備補助業務　Chocks作業

対象学科・学年 エアポート科2年

授業概要 空港地上支援業務従事者として、実際の業務に於いて必要な知識の定着を図る

学習目標
（到達目標）

GSE操作要領（コンテナ・ドーリー・車両）

手荷物取扱いについて　　TAGの種類とBHS

理解度テストとフォローアップ

目標

航空用語を理解し、業界人としての会話ができるようになる

ULD・BULK機材の搭降載・特殊貨物の作業要領を理解し、説明することができる。

GSE操作要領を理解し、説明することができる

各業務の作業手順を理解し、説明することができる

到着・出発での整備業務を理解し、説明することができる

授業項目・内容 授業外学修指示

グランドハンドリングの概要　　空港実務Ⅰの振り返り

〇 〇 ◎ 10%

〇

担当者実務経験

河野　浩一

エアラインのグループ企業にて、グランド
ハンドリング業務に従事

2単位

2022年度

時間数

実施時期

30時間

前期
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担当者実務経験

河野　浩一

エアラインのグループ企業にて、グランド
ハンドリング業務に従事

2単位

2022年度

時間数

実施時期

30時間

前期

目標

安全管理・品質管理を理解し、安全に関しての重要性を説明することができる

ヒューマンファクターの考え方を理解し、ヒューマンエラーの要因を説明できる

作業での危険個所（ハザードエリア）を予測することができる

指差呼称を使った確認ができる

宿題・レポート（1枚/1回） 〇 ◎ 10%

授業項目・内容 授業外学修指示

安全管理・品質管理とは

〇 ○ 10%

科目名 航空品質管理Ⅱ

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

実技及び口頭質問

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

「航空機のグランドハンドリング」　日本航空技術協会出版　　パワーポイントなど各プリント資料

空港業務におけるケーススタディ

対象学科・学年 エアポート科2年

授業概要
空港地上支援業務従事者として、安全品質に関する意識を高めヒューマンエラー防止に向け危険予知能力の
向上を図る。

学習目標
（到達目標）

指差呼称の目指すもの　　手法と実践 授業該当箇所の復習を行う（0.6時間）

コミュニケーションスキルの活用について（確認会話）

エアポート リソース マネージメント（チームビルディング） 授業該当箇所の復習を行う（0.5時間）

エアポート リソース マネージメント（スレット＆エラーマネージメ
ント）

尊い命をお預かりする仕事　～航空機事故事例～

職場の安全活動　　ヒヤリハットメモ／安全品質情報の作成

60%

授業全体の振り返り　　実技　指差呼称

空港業務におけるケーススタディ・理解度テスト

空港内の安全管理規定

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 〇 演習： 実習： 実技：

授業該当箇所の復習を行う（0.5時間）

ヒューマンファクターへの取り組み（Dirty Dozen） 授業該当箇所の復習を行う（0.6時間）

ヒューマンファクターへの取り組み（Dirty Dozen） 授業該当箇所の復習を行う（0.7時間）

ヒューマンファクターへの取り組み（Dirty Dozen） 授業該当箇所の復習を行う（0.8時間）

ヒューマンファクターとリソースマネージメント 授業該当箇所の復習を行う（0.5時間）

履修上の注意 出席が10回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

（１）授業中での実技および口頭質問　（２）授業の中で理解度テストを実施　（３）宿題・レポートの提出　（４）定期
試験の実施以上を、以下の観点・割合で評価する。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験（筆記） ◎

理解度テスト（筆記/１回） ◎ 20%
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履修上の注意 出席が10回に満たない場合は定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験

小テスト ◎ ○ 50%

航空機の種類及び専門用語について

航空機種類及び専門用語について ※小テスト予定（2レター、3レター）（0.5時間）

ユニットロードデバイス（ULD)の種類と機能について

運送状の役割について ※小テストあり（運送状の作成）（0.5時間）

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 〇 演習： 実習： 実技：

貨物上屋業務について

内国貨物と外国貨物について

海外における航空貨物上屋ハンドリングについて

○ 50%

物流および航空貨物輸送の総合確認について ※テストあり（最終確認）（0.5時間）

ウェイト＆バランス、航空機搭載許容重量について

物流における航空貨物輸送について

(1)授業内での小テスト(4回分）

(2)定期試験

以上を、以下の観点・割合で評価する。成績評価基準はS(90点以上）、A(80点以上）、B（70点以上）、C（60点以
上）、D(59点以下）とする。

科目名 航空貨物演習

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

「航空機のグランドハンドリング」日本航空技術協会出版、プリント資料

空港業務作業・安全について

対象学科・学年 エアポート科2年

授業概要 物流における航空貨物の重要性を理解し、航空貨物業界の現場に対応できる専門知識を習得する。

学習目標
（到達目標）

航空危険物について（基礎編）

航空危険物について（航空会社編）

航空郵便について ※小テストあり（航空危険物知識）（0.5時間）

目標

現場業務に必要な航空専門用語の意味や内容を理解し、説明できる

貨物ハンドリングの概要を理解し、説明ができる

航空輸送における安全の意識や重要性を理解し、説明ができる

授業項目・内容 授業外学修指示

航空貨物の概要について

◎

担当者実務経験

鈴木　毅剛

空港運営会社における貨物取扱業務

2単位

2022年度

時間数

実施時期

30時間

前期



麻生外語観光＆製菓専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇

〇

〇 〇

〇

〇 〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意 出席が10回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎

確認テスト(小テスト） ◯ ◎ 30%

1週間に起こった興味あるニュース・出来事の準備・3
ﾚﾀｰｺｰﾄﾞ・2ﾚﾀｰｺｰﾄﾞの予習、復習（0.5時間）

九州地方
1週間に起こった興味あるニュース・出来事の準備・3
ﾚﾀｰｺｰﾄﾞ・2ﾚﾀｰｺｰﾄﾞの予習、復習（0.5時間）

沖縄・離島（鹿児島の離島を含む）
1週間に起こった興味あるニュース・出来事の準備・3
ﾚﾀｰｺｰﾄﾞ・2ﾚﾀｰｺｰﾄﾞの予習、復習（0.5時間）

中国・四国地方
1週間に起こった興味あるニュース・出来事の準備・3
ﾚﾀｰｺｰﾄﾞ・2ﾚﾀｰｺｰﾄﾞの予習、復習（0.5時間）

小テスト①　（2回目～４回目）
1週間に起こった興味あるニュース・出来事の準備・3
ﾚﾀｰｺｰﾄﾞ・2ﾚﾀｰｺｰﾄﾞの予習、復習（0.5時間）

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 演習： 実習： 実技：

小テスト②　（６回目～８回目）

1週間に起こった興味あるニュース・出来事の準備・3
ﾚﾀｰｺｰﾄﾞ・2ﾚﾀｰｺｰﾄﾞの予習、復習（0.5時間）

北海道地方①
1週間に起こった興味あるニュース・出来事の準備・3
ﾚﾀｰｺｰﾄﾞ・2ﾚﾀｰｺｰﾄﾞの予習、復習（0.5時間）

北海道地方②
1週間に起こった興味あるニュース・出来事の準備・3
ﾚﾀｰｺｰﾄﾞ・2ﾚﾀｰｺｰﾄﾞの予習、復習（0.5時間）

50%

小テスト③　（１０回目～１４回目）

関東地方①
1週間に起こった興味あるニュース・出来事の準備・3
ﾚﾀｰｺｰﾄﾞ・2ﾚﾀｰｺｰﾄﾞの予習、復習（0.5時間）
1週間に起こった興味あるニュース・出来事の準備・3
ﾚﾀｰｺｰﾄﾞ・2ﾚﾀｰｺｰﾄﾞの予習、復習（0.5時間）

東北地方

(1)小テスト（確認テスト）を3回実施する。　(2)授業開始の際、最近興味をもったニュース、出来事を各自発表。

(3)定期試験を実施する

成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

科目名 国内地理

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業中の発表

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

プリント対応

関東地方②

対象学科・学年 エアポート科2年

授業概要 国内の都道府県の場所、県庁所在地学び、国内の世界遺産、観光地の説明ができるようにする

学習目標
（到達目標）

関西地方①
1週間に起こった興味あるニュース・出来事の準備・3
ﾚﾀｰｺｰﾄﾞ・2ﾚﾀｰｺｰﾄﾞの予習、復習（0.5時間）

中部地方
1週間に起こった興味あるニュース・出来事の準備・3
ﾚﾀｰｺｰﾄﾞ・2ﾚﾀｰｺｰﾄﾞの予習、復習（0.5時間）

甲信越地方
1週間に起こった興味あるニュース・出来事の準備・3
ﾚﾀｰｺｰﾄﾞ・2ﾚﾀｰｺｰﾄﾞの予習、復習（0.5時間）

目標

国内空港の３レターコードを答えることができる。

各空港の所在地と名称が答えることができる。

都道府県の場所が答えられる

都道府県の県庁所在地が答えることができる

国内の世界遺産の名称と場所を一致させることができる

1週間に起こった興味あるニュース・出来事の準備・3
ﾚﾀｰｺｰﾄﾞ・2ﾚﾀｰｺｰﾄﾞの予習、復習（0.5時間）

授業項目・内容 授業外学修指示

授業概要・シラバスの説明

◯ ◎ 20%

◯

担当者実務経験

松藤　諭

旅行会社で、営業として勤務

2単位

2022年度

時間数

実施時期

30時間

前期



麻生外語観光＆製菓専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○ ○

○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

TOEIC対策　語彙、Part5、リスニング
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。やり直しを徹底

TOEIC対策　語彙、Part5、リスニング
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。やり直しを徹底

TOEIC対策　語彙、Part6、リスニング
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。やり直しを徹底

TOEIC対策　語彙、Part7、リスニング
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。やり直しを徹底

※　主たる方法：○　　その他：△講義： △ 演習： 〇 実習： 実技：

TOEIC模擬試験　問題2　筆記
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。やり直しを徹底

TOEIC模擬試験　問題2　リスニング　解答＆解説
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。やり直しを徹底

TOEIC対策　語彙、Part5、リスニング
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。やり直しを徹底
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。やり直しを徹底

TOEIC対策　語彙、Part7、リスニング

TOEIC模擬試験　問題2　解説
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。やり直しを徹底

TOEIC対策　語彙、Part5、リスニング
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。やり直しを徹底

TOEIC対策　語彙、Part5、リスニング
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。やり直しを徹底

TOEIC対策　語彙、Part6、リスニング
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。やり直しを徹底

TOEIC模擬試験　問題3　リスニング　解答＆解説
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。やり直しを徹底

TOEIC模擬試験　問題3　解説
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。やり直しを徹底

科目名 英語検定（TOEIC)対策ⅡＡ

科目名（英） TOEIC Test Strategies　ⅡA

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

TOEICテスト完全攻略リーディングVol1、2、Word Power4500、Listening Box for TOEIC他

TOEIC対策　語彙、Part6、リスニング

対象学科・学年 エアポート科2年

授業概要

国際国際化が進む社会の専門性として、日常英会話にとどまらず、より専門的な分野で通用する高いレベルの情報処理
能力を念頭に業務を行うことが求められている。限られた時間の中で正確、かつ迅速に対応し、社会で必要とされる英語
力に見合った力をつけることが重要である。この授業では、英語運用能力を測る代表的な資格であるAレベル・TOEIC860
点以上のスコア取得を目指し、問題演習を通して英語の４技能を伸ばしていく。

学習目標
（到達目標）

TOEIC模擬試験　問題1　筆記
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。やり直しを徹底

TOEIC模擬試験　問題1　リスニング　解答＆解説
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。やり直しを徹底

TOEIC模擬試験　問題1　解説
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。やり直しを徹底

目標

社会性のある内容の文章を理解することができる。（読む）
・自分の業務に関連する議論の流れ、結論の理由が理解できる。
・新製品がどういった点で従来のものよりも優れているのかについての説明を理解できる。

社会性のある内容を聞いて理解することができる。（聞く）
・ラジオのニュ－ス番組で、最初にアナウンサ－が言う主なニュ－ス項目を理解できる。
・自分の専門分野での発表やプレゼンテーションを聞いて理解できる。

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。やり直しを徹底

授業項目・内容 授業外学修指示

導入テスト　解法解説

TOEIC対策　語彙、Part7、リスニング
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。やり直しを徹底

TOEIC模擬試験　問題3　筆記
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。やり直しを徹底

TOEIC対策　語彙、Part5、リスニング

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。やり直しを徹底

担当者実務経験

和田　菜穂/野々村　賢一4単位

2022年度

時間数

実施時期

60時間

前期

TOEIC対策　語彙、Part5、リスニング
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。やり直しを徹底

TOEIC対策　語彙、Part5、リスニング
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。やり直しを徹底



麻生外語観光＆製菓専門学校　シラバス

25

26

27

28

29

30

履修上の注意 出席が20回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

(1)定期試験（筆記）を実施する。
(2)ＴＯＥＩＣを学期末に実施する。
評価方法は730点取得で100％、650点取得で95％、600点取得で90％とし以下も取得点数により評価に反映する。
(3）単語テストを複数回実施し、評価とする。

以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎

ＴＯＥＩＣ ◎ ○ 30%

60%

単語テスト

授業計画

◎ ○ ○ 10%

○

TOEIC模擬試験　問題4　解説
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。やり直しを徹底

定期試験対策 学期総括
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。やり直しを徹底

TOEIC対策　語彙、Part6、リスニング
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。やり直しを徹底

TOEIC対策　語彙、Part7、リスニング
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。やり直しを徹底

TOEIC模擬試験　問題4　筆記
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。やり直しを徹底

TOEIC模擬試験　問題4　リスニング　解答＆解説
前回の復習および予習を行って授業に臨むこと。また
単語テストに向けた予習を行うこと。やり直しを徹底
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言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

英検対策　大問3（長文の語句空所補充）、リスニング 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検対策　大問3（長文の語句空所補充）、リスニング 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検対策　大問4（長文）、リスニング 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

担当者実務経験

石志　正雄

外資系翻訳会社にて勤務

4

2022年度

時間数

実施時期

60

前期

目標

説明、評論、物語、随筆などについて、情報や考えなどを理解したり、概要や要点をとらえることがで
きる。（読む）

与えられた話題について即興で話したり、聞き手や目的に応じて簡潔に話すことができる。また、説
明や物語などを読んで、情報や考えなどを理解し、概要や要点をとらえることができる。（話す）

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

授業項目・内容 授業外学修指示

オリエンテーション、大問1,2（語彙、短文の語句空所補充）、リスニング

TOEICテスト概要説明　TOEIC Part5 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検対策　大問1,2（語彙、短文の語句空所補充）、リスニング 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検対策　大問4（長文）、リスニング

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

科目名 英語検定(準2級)対策ⅡA

科目名（英） EIKEN Test/TOEIC Test Strategies　ⅡA

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

英語検定準2級過去問、TOEIC公式問題集

英検対策　大問5（ライティング）、リスニング

対象学科・学年 エアポート科2年

授業概要
国際化および情報化社会において、英語による情報や考えを理解し要点をとらえることや、英語で発信することは大変重
要である。この授業では、社会で必要とされる実践的英語力の養成と実用英語技能検定準2級合格、またTOEICスコア100
点アップを目指す。

学習目標
（到達目標）

英検対策　大問3（長文の語句空所補充）、リスニング 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検対策　大問4（長文）、リスニング 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検対策　大問4（長文）、リスニング 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検本試験解説　大問2 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検本試験解説　大問3 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検本試験解説　モデルライティング練習 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検対策　大問1,2（語彙、短文の語句空所補充）、リスニング 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

※　主たる方法：○　　その他：△講義： △ 演習： 〇 実習： 実技：

英検対策　大問1,2（語彙、短文の語句空所補充）、リスニング 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検対策　大問1,2（語彙、短文の語句空所補充）、リスニング 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検対策　大問3（長文の語句空所補充）、リスニング 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検対策　大問3（長文の語句空所補充）、リスニング 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検模擬試験　問題1　リスニング　解答＆解説 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検本試験解説　大問1 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検対策　大問5（ライティング）、リスニング 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検模擬試験　問題1　筆記

英検本試験解説　大問2

社会性のある話題について自分の意見を簡潔にまとめて、100文字程度の英文を書くことができる。
（書く）
事物に関する紹介や報告、対話や討論などを聞いて、情報や考えなどを理解したり、概要や要点をと
らえることができる。（聞く）
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26

27

28

29

30

英検対策　大問5（ライティング）、リスニング 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

期末テスト前復習 前回の復習を行って授業に臨むこと

英検対策　大問4（長文）、リスニング 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検対策　大問5（ライティング）、リスニング 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検対策　大問5（ライティング）、リスニング 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検対策　大問5（ライティング）、リスニング 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

○

授業計画

60%

履修上の注意 出席が20回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

(1)定期試験（筆記）を実施する。
(2）小テストを実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎

小テスト ◎ ○ 40%
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言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

社会性のある話題について自分の意見を簡潔にまとめて、100文字程度の英文を書くことができる。
（書く）
事物に関する紹介や報告、対話や討論などを聞いて、情報や考えなどを理解したり、概要や要点をと
らえることができる。（聞く）

英検リーディング（短文の語句空所補充）、リスニング 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検リーディング（短文の語句空所補充）、リスニング 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検リーディング（長文の語句空所補充）、リスニング 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検リーディング（長文の内容一致選択）、リスニング 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

TOEICテスト概要説明　TOEIC Part2、Part5 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検本試験解説　大問1 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検模擬試験　問題1　解答＆解説大問1、2 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検模擬試験　問題1　モデルライティング練習

英検本試験解説　大問2

※　主たる方法：○　　その他：△講義： △ 演習： 〇 実習： 実技：

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検本試験解説　大問3 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

new class オリエンテーション、英検攻略法、英検リーディング（短文の
語句空所補充）

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検リーディング（短文の語句空所補充）、リスニング 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検二次対策　スピーキング／英検筆記対策（過去問題） 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

科目名 英語検定(2級)対策ⅡA

科目名（英） EIKEN Test/TOEIC Test Strategies　ⅡA

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

英検過去問題集、TOEIC L&Rテスト 直前の技術、TOEICテスト新形式精選模試L＆R

英検模擬試験　問題1　解答＆解説大問3

対象学科・学年 エアポート科2年

授業概要
国際化および情報化社会において、英語による情報や考えを理解し要点をとらえることや、英語で発信することは大変重
要である。この授業では、社会で必要とされる実践的英語力の養成と実用英語技能検定2級合格、またTOEICスコア100点
アップを目指す。

学習目標
（到達目標）

英検リーディング（長文の内容一致選択）、リスニング 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検ライティング、リスニング 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検模擬試験　問題1　筆記 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

目標

説明、評論、物語、随筆などについて、情報や考えなどを理解したり、概要や要点をとらえることがで
きる。（読む）

与えられた話題について即興で話したり、聞き手や目的に応じて簡潔に話すことができる。また、説
明や物語などを読んで、情報や考えなどを理解し、概要や要点をとらえることができる。（話す）

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

授業項目・内容 授業外学修指示

オリエンテーション、英作文、音読、ディクテーション

英検リーディング（長文の語句空所補充）、リスニング 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検リーディング（長文の語句空所補充）、リスニング 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検模擬試験　問題1　リスニング　解答＆解説大問1

前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

担当者実務経験

石田　小雪

語学教育企業にて
数か国のネイティブと勤務

4

2022

時間数

実施時期

60

前期

英検二次対策　スピーキング／英検筆記対策（過去問題） 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検リーディング（長文の内容一致選択）、リスニング 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検リーディング（長文の内容一致選択）、リスニング 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと
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履修上の注意 出席が20回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

(1)定期試験（筆記）を実施する。
(2）小テストを実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ◎

小テスト ◎ ○ 40%

60%

授業計画

○

英検模擬試験　問題2　リスニング＆解説 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

前期まとめ 前回の復習を行って授業に臨むこと

英検リーディング（長文の内容一致選択）、リスニング 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検ライティング、リスニング 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検ライティング、リスニング 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと

英検模擬試験　問題2　筆記 前回の復習および予習を行って授業に臨むこと
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言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇

〇

〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験

2

2022

時間数

実施時期

30

前期

目標

Raise students' English proficiency

Give students more confidence in using English

Workplace related English skills

Preview lesson materials and review previous lesson

授業項目・内容 授業外学修指示

Get to know your teacher

〇

科目名 英会話A

科目名（英） English Conversation

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

Speakout Elementary Book1

2.5 Lookback / Teacher's lesson

対象学科・学年 エアポート科2年

授業概要
1. Raise students' English proficiency
2. Give students more confidence in using English
3. Workplace related English skills

学習目標
（到達目標）

1.5 Lookback /teacher's lesson Preview lesson materials and review previous lesson

2.1 Join Us Preview lesson materials and review previous lesson

2.2 High Flyers Preview lesson materials and review previous lesson

2.3 What Time Does It Start?

Preview lesson materials and review previous lesson

3.2 Big Happy Families Preview lesson materials and review previous lesson

Review and Practice for Speaking Test Preview lesson materials and review previous lesson

〇 50%

Speaking Test Review previous lesson material

Teacher's Lesson or 2.4 Chalet Girl (needs TV / DVD) Preview lesson materials and review previous lesson

Preview lesson materials and review previous lesson

3.1 Just Good Friends

※　主たる方法：○　　その他：△講義： △ 演習： 〇 実習： 実技：

none

1.1 Nice to meet you Preview lesson materials and review previous lesson

1.2 Travel Light Preview lesson materials and review previous lesson

1.3 Can I Have a Coffee? Preview lesson materials and review previous lesson

Teacher's Lseeon or 1.4 Fawlty Towers (needs TV/DVD) Preview lesson materials and review previous lesson

履修上の注意 Students will not receive a grade if they miss more than 5 classes.

評価方法

Students evaluation: (1) Test - 50% (2) Class participation - 25%  (3) Attendance - 25 %
The scoring scheme is: S (90 and above); A (80^89); B (70~79); C (60~69); D (59 and below)

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合
定期試験 Semester End

Exam
〇

小テスト In-class Tasks 〇 〇 〇 50%
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言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験

瀧口　恵子1単位

2022年度

時間数

実施時期

15時間

前期

目標

自らの考えを積極的に発表することができる

授業項目・内容 授業外学修指示

グローバルシティズンと“志”

科目名 GCBⅡ

科目名（英） Global Citizen BasicⅡ

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

グローバルシティズンベーシックⅡ志の教育（学生用テキスト）

対象学科・学年 エアポート科2年

授業概要

GCBⅠでの考えを踏まえ、さらに「社会とのつながりの中で自分自身の生きる姿勢」、すなわち“志”について
考える。夢を実現するためには「行動する力」が必要となるが、そのためには具体的に言語化してビジョンに
し、そのビジョンに強い信念が伴い、自分以外の人や社会・公のことが視野に入ると“志”に近づくという事を学
び、実践出来るようになることを目指す。

学習目標
（到達目標）

先人の志に学ぶ～プロフェッショナルとは～ 振返りレポートの作成(1時間)

成功者の考え方に学ぶ～まとめにむけて～ 振返りレポートの作成(1時間)

自らの志を言語化する（知行合一の考え方に基づく） 振返りレポートの作成(1時間)

◎ 100%

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 〇 演習： △ 実習： 実技：

振返りレポートの作成(1時間)

自分を取り巻く環境を知る　～世界の中の日本・日本の中の私～ 振返りレポートの作成(1時間)

自己を知る 振返りレポートの作成(1時間)

伝える力を学ぶⅠ～プレゼンテーション～ 振返りレポートの作成(1時間)

伝える力を学ぶⅡ～グループコミュニケーション～ 振返りレポートの作成(1時間)

履修上の注意 出席が6回に満たない場合は、不合格となる。

評価方法

(1)レポートを8回実施する
(2)最後の授業で発表する。
　評価は合格「R」か不合格「D」のいずれかとなる。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

レポート作成・発表
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言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇

〇

〇

〇

〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験

瀧口　恵子2単位

2022年度

時間数

実施時期

30時間

前期

目標

漢字検定2級程度の漢字の読書ができる。

計算問題を中心に正確に解答することができる。

英検準2級程度の問題に解答することができる。
歴史に沿って時代の流れを理解し、歴史上の出来事について概要を説明することができ
る。
数学の文章問題・四則演算を限られた時間の中で解答することができる。

テキストの該当部分の復習を行う（0.5時間）

授業項目・内容 授業外学修指示

科目概要・シラバス説明、ニュース

◎ 〇 10%

科目名 一般教養ⅡA

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

出席状況

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

オリジナルテキスト

第8回：社会、英語、数学、SPI：推論、四則演算

対象学科・学年 エアポート科2年

授業概要
企業の就職試験問題に対応できる実力を養成する。国語・数学・英語・社会における一般常識力とSPI問題の
解法を理解し、実際の採用試験に解答できる能力の養成を行う。

学習目標
（到達目標）

第3回：数学、英語、SPI：損益算、速度算 テキストの該当部分の復習を行う（0.5時間）

第4回：数学、社会、英語、SPI：速度算、集合 テキストの該当部分の復習を行う（0.5時間）

第5回：数学、英語、社会 テキストの該当部分の復習を行う（0.5時間）

第6回：社会、英語、SPI：集合、推論

テキストの該当部分の復習を行う（0.5時間）

第10回：数学、社会、英語 テキストの該当部分の復習を行う（0.5時間）

第10回：英語、SPI：売買分割、推理、順列・組み合わせ テキストの該当部分の復習を行う（0.5時間）

〇 80%

まとめ：前期試験範囲振り返りと対策

第7回：社会、英語、数学、SPI：推論 テキストの該当部分の復習を行う（0.5時間）

テキストの該当部分の復習を行う（0.5時間）

第9回：英語、数学、社会、SPI：四則演算、割合

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 〇 演習： 実習： 実技：

テキストの該当部分の復習を行う（0.5時間）

第1回：世界史、英語、SPI（玉手箱、分割払い） テキストの該当部分の復習を行う（0.5時間）

第1回：数学、第２回：社会、SPI（玉手箱、分割払い） テキストの該当部分の復習を行う（0.5時間）

第2回：英語、数学、SPI：割引料金と精算、仕事算 テキストの該当部分の復習を行う（0.5時間）

第3回：社会、SPI：割合、損益算 テキストの該当部分の復習を行う（0.5時間）

履修上の注意 出席が10回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

（１）定期試験　（２）小テスト　（３）出席状況を意欲点として評価
以上を、以下の観点・割合で評価する。成績評価基準は、S （90点以上）、A (80点以上）、B （70点以上）、C (60
点以上）、D (59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験（筆記） ◎

小テスト（筆記/2回） ◎ 〇 10%



麻生外語観光＆製菓専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇

〇

〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験

瀧口、松藤、合力、中山2単位

2022年度

時間数

実施時期

30時間

前期

目標

各項目の解法を理解し、式をたてることができる。

制限時間内に解答することができる。

模擬試験問題を7割以上の正答率で解答することができる。

テキストの該当部分の復習（1時間）

授業項目・内容 授業外学修指示

授業概要・シラバス説明　、　SPIⅠ復習

〇 10%

〇

科目名 SPI　Ⅱ

科目名（英） Ｓｙｎｔｈｅｔｉｃ　Ｐｅｒｓｏｎａｌｉｔｙ　Ｉｎｖｅｎｔｏｒｙ Ⅱ

単位数 担当者

実施年度

出席状況

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

「1日30分7日間で完成　2024年度版　7日でできる！　SPI必勝トレーニング」　高橋書店

模擬試験問題：分割払い、料金割引、料金精算

対象学科・学年 エアポート科2年

授業概要
航空業界の採用試験で多くの航空会社が導入しているSPI試験の対策授業。非言語分野問題（数学）をメイン
に、SPIⅠで学習したことを基礎として、SPIⅡでは更に応用力を身に付け確実に問題に解答できる力を養う。

学習目標
（到達目標）

模擬試験問題：推論、順列、組み合わせ、集合 テキストの該当部分の復習（1時間）

模擬試験問題：推論、仕事算、割合、N進法 テキストの該当部分の復習（1時間）

模擬試験問題：損益算、割合、集合 テキストの該当部分の復習（1時間）

模擬試験問題：速度算、損益算、確率

テキストの該当部分の復習（1時間）

模擬試験問題：集合、推論 テキストの該当部分の復習（1時間）

模擬試験問題：推論 テキストの該当部分の復習（1時間）

〇 80%

模擬試験問題：２～９、１１～１４のまとめ テキストの該当部分の復習（1時間）

模擬試験問題：２～９のまとめ・確認テスト テキストの該当部分の復習（1時間）

テキストの該当部分の復習（1時間）

模擬試験問題：速度算、資料解釈

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 〇 演習： 実習： 実技：

模擬試験問題：仕事算、速度算、確率、N進法、推論 テキストの該当部分の復習（1時間）

模擬試験問題：N進法、集合、確率 テキストの該当部分の復習（1時間）

模擬試験問題：確率、推論、集合 テキストの該当部分の復習（1時間）

模擬試験問題：速度算、順列、組み合わせ テキストの該当部分の復習（1時間）

履修上の注意

評価方法

（１）定期試験　（２）確認テスト　（３）出席状況を意欲点として評価
以上を、以下の観点・割合で評価する。成績評価基準は、S （90点以上）、A (80点以上）、B （70点以上）、C (60
点以上）、D (59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験（筆記） ◎

確認テスト（筆記/2回） ◎ 〇 〇 10%



麻生外語観光＆製菓専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇

〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験

瀧口　恵子2単位

2022年度

時間数

実施時期

30時間

前期

目標

履歴書・エントリーシートを作成し、企業情報等をノートにまとめ活用することができる。

面接で自分の考えをまとめ伝えることができる。

授業項目・内容 授業外学修指示

授業概要・シラバス説明、スケジュール確認

科目名 社会教養ⅡA

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

プリント

就職試験対策－求人票紹介、履歴書、ES作成、筆記試験・面接
対策

対象学科・学年 エアポート科2年

授業概要
就職に向けての意識を高め、就職活動準備や就職試験対策（履歴書作成・エントリーシート作成・面接対策
等）を行い、希望する業界・企業・職種への内定を目指す。

学習目標
（到達目標）

就職試験対策－求人票紹介、履歴書、ES作成、筆記試験・面接
対策
就職試験対策－求人票紹介、履歴書、ES作成、筆記試験・面接
対策
就職試験対策－求人票紹介、履歴書、ES作成、筆記試験・面接
対策
就職試験対策－求人票紹介、履歴書、ES作成、筆記試験・面接
対策

就職試験対策－求人票紹介、履歴書、ES作成、筆記試験・面接
対策
就職試験対策－求人票紹介、履歴書、ES作成、筆記試験・面接
対策

〇 80%

前期の振り返り

就職試験対策－求人票紹介、履歴書、ES作成、筆記試験・面接
対策

就職試験対策－求人票紹介、履歴書、ES作成、筆記試験・面接
対策

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 〇 演習： 〇 実習： 実技：

就職試験対策－求人票紹介、履歴書、ES作成、筆記試験・面接
対策
就職試験対策－求人票紹介、履歴書、ES作成、筆記試験・面接
対策
就職試験対策－求人票紹介、履歴書、ES作成、筆記試験・面接
対策
就職試験対策－求人票紹介、履歴書、ES作成、筆記試験・面接
対策

履修上の注意 出席が10回に満たない場合は、不合格とする（D評価）。

評価方法

（１）出席状況を意欲点として評価
（２）提出物
以上を、下記の観点・割合で評価する。成績評価基準は、S （90点以上）、A (80点以上）、B （70点以上）、C (60
点以上）、D (59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

出席状況

提出物 〇 〇 ◎ 20%



麻生外語観光＆製菓専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇

〇

〇

〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者実務経験

榎本　美和子2単位

2022年度

時間数

実施時期

30時間

前期

目標

ビジネス用語の意味を理解し説明することができる。

ビジネスマナーを身に付け、実践することができる。

過去問題演習を通し、解き方のコツを理解し正しく解答することができる。

社会人として積極的に人間関係を構築し、円滑なコミュニケーションを行うことができる。

ビジネス用語を覚える・誤答の訂正（0.5時間）

授業項目・内容 授業外学修指示

授業ガイダンス・ビジネス能力検定概要・ビジネス用語・ケース
問題

〇

科目名 ビジネス実務Ⅱ

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

　「ビジネス能力検定　ジョブパス3級　公式テキスト」　日本能率協会マネージメント

過去問題　解答　⑤　ビジネス用語

対象学科・学年 エアポート科2年

授業概要
7月に実施されるビジネス能力検定3級（ジョブパス3級）の取得を目標に、テキストを基本に講義と過去問題演
習を通じ、　社会人としてのスキルを身に付ける。

学習目標
（到達目標）

ビジネス用語・コミュニケーションとビジネスマナーの基本 ビジネス用語を覚える(0.5時間）

過去問題　解答　①　ビジネス用語 ビジネス用語を覚える・誤答の訂正（0.5時間）

過去問題　解答　②　ビジネス用語 ビジネス用語を覚える・誤答の訂正（0.5時間）

過去問題　解答　③　ビジネス用語

冠婚葬祭（ロールプレイング）

社会人として大切な事

70%

講義の総まとめ

過去問題　解答　④　ビジネス用語 ビジネス用語を覚える・誤答の訂正（0.5時間）

ビジネス用語を覚える・誤答の訂正（0.5時間）

本試験　答え合わせ

※　主たる方法：○　　その他：△講義： 〇 演習： △ 実習： 実技：

ビジネス用語を覚える(0.5時間）

ビジネス用語・新聞の読み方・情報収集 ビジネス用語を覚える(0.5時間）

ビジネス用語・統計データの読み方 ビジネス用語を覚える(0.5時間）

ビジネス用語・ビジネス文書・８つの意味 ビジネス用語を覚える(0.5時間）

ビジネス用語・コミュニケーションとビジネスマナーの基本 ビジネス用語を覚える(0.5時間）

履修上の注意 出席が10回に満たない場合は、定期試験の受験資格を与えない。

評価方法

（１）ビジネス用語小テスト　（２）定期試験
以上を、以下の観点・割合から評価する。
成績評価基準は、S （90点以上）、A (80点以上）、B （70点以上）、C (60点以上）、D (59点以下）とする.。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験（筆記） ◎
ﾋﾞｼﾞﾈｽ用語小ﾃｽﾄ（筆記/５

回）
◎ 〇 30%



麻生外語観光＆製菓専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

〇

〇

〇

〇

〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意

評価方法

⑴授業の中で実技試験を実施する。　⑵レポート、課題プリントの提出
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（７０点以上）・C（60点以上）・D(59点以下）とする

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

授業中の実技試験

レポート提出 〇 ◎ ◎ 50%

本日の授業内容を復習しておくこと

肢体不自由者　－肢体不自由者とは 本日の授業内容を復習しておくこと

肢体不自由者　－車椅子介助の操作演習 本日の授業内容を復習しておくこと

肢体不自由者　－車椅子介助の操作演習 本日の授業内容を復習しておくこと

肢体不自由者　－車椅子介助の操作演習 本日の授業内容を復習しておくこと

※　主たる方法：○　　その他：△講義： △ 演習： 〇 実習： 実技：

高齢者介助　－高齢者の心身の変化

本日の授業内容を復習しておくこと

聴覚障がい者　－聴覚障がい者とは 本日の授業内容を復習しておくこと

聴覚障がい者　－聴覚障がい者介助演習 本日の授業内容を復習しておくこと

◎ ◎ 50%

総まとめ・レポート課題

視覚障がい者　－視覚障がい者体験（目隠し歩行） 本日の授業内容を復習しておくこと

本日の授業内容を復習しておくこと

視覚障がい者　－視覚障がい者の現状

科目名 ｻｰﾋﾞｽ介助

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

なし

視覚障がい者　－視覚障がい者介助演習

対象学科・学年 エアポート科2年

授業概要

超高齢社会にある日本において公共機関、交通機関、商業施設、レジャー施設、観光施設などあらゆる接客・
接遇の場面で全ての人が安心して暮らしていけるサービスが必要である。この授業では、自分のできることや
自分の役割を常に意識し、自発的に様々な人に関わり、円滑なコミュニケーションと快いサポートが提供できる
ようになるスキルの習得を目指す。

学習目標
（到達目標）

肢体不自由者　－車椅子介助の実技試験 本日の授業内容を復習しておくこと

高齢者介助　－高齢者体験 本日の授業内容を復習しておくこと

高齢者介助　－高齢者の現状 本日の授業内容を復習しておくこと

目標
超高齢社会の日本の現状を学び、高齢者体験を通して高齢者の心身の状況を説明でき
る。
肢体不自由者の状態を学び、サポートできるようになる。

肢体不自由者の状態に応じた車椅子介助ができるようになる。
視覚障がい者の状態と環境を学び、体験を通し介助のしかたを工夫して提供できるように
なる。
聴覚障がい者の状態と環境を学び、相手に合った介助のしかたを工夫できるようになる。

本日の授業内容を復習しておくこと

授業項目・内容 授業外学修指示

超高齢社会の日本の現状

担当者実務経験

玉置　万理子

航空会社客室乗務員

2

2022年度

時間数

実施時期

30時間

前期


